
自由24

ニホンザルにおけるアルザス反応モデルの

作魁及びその反応捜柄の解析

今村隆好 く楠本大 ･院 ･医学研究科 ･分子病理)

フィブリン沈潜は様々な炎症巣でみられる所見で

あるが､その横Ffや意義は未だ十分には解明されてい

ない｡以前の共同利用研究で､顕著なフィブリン沈着

がみられる細胞性免疫応答の遅延型過敏反応では､マ

クロ7 7･-ジが先現するtiBBuefactorによって引き起

される血液凝固反応がこの Ⅳ 型アレルギー反応の進

展に正賓な働きを果たすことをサルモデルで明らかに

した.アルザス反応は免疫複合体による補体系の活性

化によって誘辞される即時型の液性免疫応答であり､

自己免疫病であるSLEや糸球体腎炎等の発病と深く関

わっている｡遅延型過敏反応とは横序の異なる炎症で

あるアルザス反応で血液萩固反応を調べることにより.

その機序や意義について新たな情報を得ることが期待

される｡そこで､ヒトに対する抗体が応用できるサル

でアルザス反応モデルを作処し､免疫鼠械学的手法に

よる検討を行った｡3環のアカゲザルに完全フロイン

トアジュバン トで乳化 したウシ血清アルブミン

PSA)10mgを皮下注射して感作し､2週間後に血清を

採取してOuchterlony法で抗体価を定見したところ､

1跡このみ抗体産生が認められ他の2喜郎ま再感作によ

っても抗体産生がみられなかった｡それで､感作が成

立した1覇にBSAを皮内注射するとアルザス反応と考

えられる浮戊と軽度の硬椿が認められた｡炎症部には

好中球の強い浸潤がみられ､免疫染色によってエラス

ターゼを産生する好中球にもti88uefactorの発現が認

められた｡さらに､フィブリン沈着もみられたが､こ

れはエラスターゼによって分解されたフィブリンであ

ることが明らかになった｡今攻は､抗体が産生された

サルの血清を用いて､受身アルザス反応モデルの作魁

を試みる｡これによって､感作が成立しないサルでも

アルザス反応誘串が可能になると考えられる｡
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盃長規の生体防御機構に関する研究

慰爽宜彦､崩藤英彦 (名古屋九 ･医 ･-内)

研究の目的は､盃長邦へのワクチン用マテリアル

の開発とワクチン後の免疫舵の解析である｡このよ

うな新しいワクチンベクターを作成することは広い

応用性があり霊長類の生体防御枚柵を理解する上で

も意味がある｡

私たちは､生体免疫能を妖活する方法としてN8ked

DNA法を検討している｡Moloncymurinclcukcmia

vinJS由来の発現ベクター､pLRNLのPsITsitcにヒト遺

伝子のcDNAを組み込み､pL9RNLを作糾した｡

ncgatiyccontrolF77にpLRNLの同部位にIacZgcncを組

み込んだpLBZLを作刺した｡ワクチンFf7マテリアル

として梢穀を行ったDNAを用いて以下のような検査

を行った｡

純度検定､大腸閏DNA:96%､0.04FLg/fLgpDNA

エンドトキシン定立 :<0.1EU/FLgPDNA (投与立

100FLgで､10EU (5ng)以下)

蛋白含有丑測定:4FLg/mgpDN̂

steriIitylest:37C14日培掛 こて陰性 )

実際の投与に耐える絹製皮であった｡

免疫スケジュールは､1仰Pgのplasmidを､マウス

大腿四頭筋ならびに皮内組粗に注射した｡negative

controIとして生理食塩水を､同様の部位に注射した｡

採血は､直前とl時間後､24時間後におこない血液中の

サイトカインの定立､血液データの解析を行った｡

白血球数は､630019500であり経過中に有恋の変化

はおこらなかった｡血小板､赤血球についても変化は

なかった｡血消中のTNFαの丑は､long/ml以下で異

常伯を示さなかった｡
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